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報 告

職業をもつ母親の養育行動と幼児の

生活習慣に関する実態調査

一規則的な生活習慣に焦点を当てて－

小児保健研究

堀　　妙子い，奈良間美保■

〔論文要旨〕

職業をもつ付親が行う規則的な′H．I酬門に関わる養育と幼児の税HlJ的な牛講習僧の‘実態を明らかにす

ることを目的に，職業をもち保相聞通園小の幼児のけ親88名に質l用紙調査を行った。その紙某，職業を

もつ丹親の錮％以卜は規則的な上浦習慣に関わる養育を行っていた。この養育の実施率は什営業と常勤

のけ親でll■古く．パートタイムのけ親は低かった。幼犯の規則的な／仁清習慣で，軌決まった哨朝日二排便を

する幼犯はh歳でも20％であった．また母親が規則的な食や・睡眠・清潔に関わる養育を行っている場

合は∴規則的な隼浦や川■ほ確立している幼犯の割合が多くなる傾向が見られた．、け親への育児支接では，

り親の就業形態も考慮する必要性が示唆された．〕

Keywords：養育行軌働く母親，就業形態，規則的生活習慣，幼児

Ⅰ．は　じめに

幼児期は様々な環境から基本的生活習慣を身

につけていく時期であるといわれているl■。ま

たこの時期の家族を中小とした生活環境は，幼

児の生活習慣形跡二重要な働きをしているとも

述べられている㌦　近年女性の労働人lH醐加に

ともない，職業をもつ母親も増加しているが，

このような母親は時間的制約や仕事によるスト

レスも加わり，非常に国難な状況におかれてい

ることが予測される。さらに付親の就業が幼児

の食事時間や登園，帰宅時間などの家庭での生

活リズムに影響を及ぼしていることも明らかに

されている＝。幼児が規則正しい生活を送るこ

とは，幼児の生活習慣の確出二影響している事

が予測される。また先行研究一によれば，就業

形態によりは親の√一どもに接する態度が違うと

＼Stll（1＼▼りr tlけu川（ll）こげHHitlに目し】ll；l＼・i川‾ゝOr W川－kiIlg

RL・l山i川1tO tllLIRぐ冥し】lM tⅠ山）itヽOH）こl巾●Llrぐ．

T；lL心I11（川】．Mill‖＼Ⅷ＼＼11．

1）浜松医科人′■神ミ学部れ計理ト（れi鮒li）
別刷請求先：堀妙J′・浜松l矢科人′判矢′’揮；挿護学科

TL，1人ト1；lヽ　05：卜135－2821

もいわれている。しかし職業を持つ母親の就業

形態による実際的な養育行動に関する調査はあ

まり見られない。そこで職業をもつ母親が幼児

に対して行う規則的な生活習慣に関する養育行

動と幼児の規則的生活習慣の実態を明らかに

し，職業をもつ母親に村する育氾支援を検討す

ることを目的として本研究を行った。．

Ⅰ．研究方法

1．対　象

対象は，東海地lメ二H‾心内の保育園に通関する

1歳から6歳までの幼児の母親で，職業をもっ

ている母親とした。

2．方　法

質問紙による調査研究を行った。調杏内容は，

母親が行う幼児の規則的な生活習慣に関する養

＼lHllH・ヽ・肌・i川l）I・Llヽぐtl川It Chit（行いni11

〒131－：iⅢ21静岡県浜松巾十日l両1－2（卜1

〔126－う〕

・2日■川）．川川

抹川l）2．】．11
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育行動（以下規則的養育とする）と，幼児の規則

的な生活習凰　家族背景であった。母親が行う

規則的養育に関しては，幼児の生活時間に影響

すると考えられる養育行動を中心に日作の質問

項目を作成した。排泄・食事・睡眠・清潔に関

する計5項目の質問にそれぞれ「全くその通り」

4点から「全く違う」＝1（の4段階での回答を

求めた。また幼児の規則的な生活閂情について

は先行研釘を参考に，幼児の排柵・食事・睡

眠・清潔の実態に関する計7項目の調査項目を

作成し，それぞれ「はい」，「いいえ」で回答を

求めた。また，関連する項口として起床時間・

就寝時間を調査した。さらに家族背景として，

年齢・家族構成・職業などに関する項目を加え

た。

保育園に対し調査の目的を説明し，保育士に

母親への調査の説明と参加への同意の確認，質

問紙の配布を依頼した。無記名回答とし保育園

で質問紙を回収した。質問紙は母親135名に配

布し回収率は75．4％であった。母親が職業を

もっていない場合を除いた有効匝l答は88名で

あった。分析はSPSSを用いカイ2乗検定を

行った。

母親の規則的養育と幼児の規則的な生活習慣

の関係性では，規則的養育で項円間の相関係数

が低い項目を除いた4項目の合計を総得点とし

て用いた。項目間の相関係数は0．38から0．51で

あり，α係数0．79であった。
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皿．結　　　果

1．対象の概要

調査対象となった幼児は88名で，性別は男児

51名（58．0％），女児37名（42．0％）であった。

幼児の年齢構成は1歳10名（11．4％），2歳15名

（17．0％），3歳17名（19．3％），4歳18名

（2n．5％），5歳18名（20．5％），6歳10名

目1・4％），平均年齢3．6歳（Sl）：1．5）であった。

母親の年齢は24歳から43歳で平均年齢は32．2歳

（Sl）：一1．7）であった。

母親の職業は常勤53名（60．2％），パートタ

イム27名（30．7％），自営業8名（9．1％）であっ

た。同胞がいる幼児は56名（63．6％），いない

幼児が32名（36．4％），家族構成は核家族72名

（81．8％上拡大家族16名目8．2％）であった〕

2．母親が行う規則的養育について

規則的養育の中で，最も多くの母親が「全く

その通り」又は「その通り」と回答していた項

目は，「毎日決まった時間にお風月に入れてい

る」でそれぞれ19名（21．6％），63名（71．6％）

であった。それに続き「毎日決まった時間に寝

床に連れていく」がそれぞれ19名（21．6％），57

名（64．8％）となった。「全くその掛J」丈は「そ

の通り」とlHl答した母親が最も少なかつた項目

は「できるだけ規則的に排尿や排便をさせてい

る」でそれぞれ10名（日．1％），23名（26．1％）

であった（表1）。

表1け親が行っている規則的養育

母親の鮒的齢　　　　回町仝くその削　その射　違

毎日決まった時l剃二お風日に入れている　　　　l吋．

（21．6％）

毎日決まった時間に掛射二つれていく　　　　　19名

（2】．6％）

毎日決まった時問に食事を食べさせている
（無回答　2名）

毎日決まった時間に起こしている

（軌iil答1名）

できるだけ規則的に排尿や排便をさせている
（無回答　7名）

19名
（21．6％）

18名
（2（1．5％）

10名
目】．1％）

つ　　　全く　違う

63名　　　　　　6名
（71．6％）　　（6．8％）

57γ■　　　　　12才1

（61．8％）　　　日3．6％）

5′lれ　　　　　13手1

（61．1％）　　（日．8％）

5名　†　哺
（61・椚ら）l　（15．9％）　■

23名　十　42名
一一一一一一・一一一一一一＋

（26・1％）」（47・7％）．

0名
（0．0％）

0名
（0．09も）

0名
（0．0％）

1名
（1．1％）

6名
（6．8％）

n＝88
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表2　母親の職業と付親の規則的養育の関係

＼、母親の規則・　　毎日決まった時間＝二起こ
的養育　　　　している（無回答1名）

芸票の＼＼＼二運1一箪十誓う∴

常勤　‖＝。3・（豊満誓…7．笠工
作常葉‾‾‾‾‾‾「‾i五丁一7云‾十。名

n＝8．日2．5％）日87．50b）：（0．（）0ら）
＿＿＿＿　＿　＿＿＿1＿＿＿＿＿＿＿－⊥＿＿＿＿　＿＿　＿⊥

ハートタイム！】名　j15名l　川名

小児保健研究

できるだけ税別的に排便や排尿　T‾‾■　毎日決まった時間に

をさせている（樫Il一隅（沌　　　　　　　お風Hに入れている

志目蓋言孟？二十毒し昼「＿＿蔓王＿＿竺
硝l　5名　15名l　告名・5名　1緒　　こ娼名　1名
目）．00いl＝川．nOい（ニ招．こうqい章（5巾．nqb）日日．（10い‘u仇2％巨（67，9％）：（1．9％）

鳩　十：路　用：1名‾‾T。云‾‾‾←‾「‾√十五二二▲‾
（rl．（）りん）！り2．90ゎ）（57．10占いト1．2％）（0．09い・‖2．5％＝（87．5qい：（仇0％）

＿＿　．＿＿＿　＿＿＿＿－⊥＿　＿－＿＿＿＿⊥＿－

1れ　　　2名　　・1名・17名　　l名　　　2字．12（）名：5名

】三三lLP＿竺り竺竺⊥聖聖」竺聖トモボ∴軌川（う・＿70や＿皇7ご聖上！＿・竺1⊥三・竺上空り聖⊥竺＿聖
カイコ乗検定；　　　l）く…l
存ぷ：確ユキ三

規則的養育の項目間の関係性では了毎日決まっ

た時間に食事を食べさせている」について「全

くその通り」又は「その通り」と回答していた

母親は，「違う」文は「全く違う」と回答して

いた母親より，「毎日決まった時間に寝床に連

れて行く」について「全くその通り」または「そ

の通り」と回答する割合が有意に高かった（p

く0．00日。さらに「毎H決まった時間にお風呂

に入れている」（1）＜0．00日　及び「毎日決まっ

た時間に起こしている」（p＜0．05）との間に

も同様の有意な関係性が認められた。また「毎

し】決まった時間にお風巨＝二入れている」と「毎

日決まった時間に寝床につれていく」（p＜

0．r）01）及び「毎日決まった時間に起こしている」

（l）く0．01）の間，そして「できるだけ規則的

に排尿や排便させている」と「毎日決まった時

間に起こしている」（I）＜0．05）との間にも同

様の有意な関係性が認められた。

母親の規則的養育と就業形態との関係性で

は，「毎日決まった時間に起こしている」につ

いて「全くその通り」と桓l答した母親の割合は，

常勤が30．8％（16名），自営業12．5％（1名），

パートタイム3．7％（1名）であった。また「そ

の通り」と回答した母親は，常勤61．5％（32名），

自営業87．5％（7名），パートタイム55．6％（15

名）となった。さらに「違う」と回答した母親

は，常勤7．7％（4名），自営業0．0％，パート

タイム37．0％（1硝），「全く違う」と回答した

母親は，常勤・口営業ともに0．0％，パートタ

イム3．7％　目名）となり，規則的養育と母親

の就業形態の間に有意な関係件が認められた

l）くり・05　　　　　1　　　■）くり・。5

（p＜0．0日。同様に，「できるだけ規則的に排

尿や排便をさせている」（p＜0．05），「決まっ

た時間にお風呂に入れている」（p＜0．05）に

ついても母親の就業形態との間にそれぞれ有意

な関係性が認められた（表2）。これ以外の規

則的養育2項目の実施率と就業形態には有意な

関係性が認められなかったが，自営業の母親で

「全くその通り」と回答する割合が高い傾向が

認められた。

家族構成・同胞の有軽と規則的養育との関係

性では，拡大家族の母親全てが「毎日決まった

時間に起こしている」について「全くその通り」

又は「その通り」と回答し，柁家族の母親より

「全くその通り」丈は「その通り」と回答した

母親の割合が有意に（p＜0．05）高かった。さ

らに同胞がいない幼児の母親は，同胞がいる母

親よりこの規則的養育を行っている割合が有意

に（p＜0．05）高かった。

3．幼児の規則的な生活習慣について

幼児の規則的な生活習慣の達成について「は

い」と回答した母親が最も多かった項口は，「大

体決まった時間に寝る」（89．8％）で次いで，「食

事の時間は人体30分で終わる」（84．1％）であっ

た。これら2項目はいずれも，1歳児と6歳妃

の母親全員が「はい」と回答した。一一一方「はい」

と回答した母親が最も少なかった項目は、「朝，

決まった時間に排便をする」（19．5％）であり，

1歳児の幼児の達成率が最も高かった

（朋．4％）。「食事やおやつ前に手を洗う」は，

1－3歳で増加し．4・5歳で減少，6歳で全
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員達成するといった，年齢との間で有意な関係

性（p＜0．01）が認められた。その他6項目は

達成している幼児が2歳で減少し，3～5歳の

間で最低となる傾向が認められた（表3）。

幼児の起床時間は午前6時14名（16．1％），

午前7時56名（64．4％），午前8時17名（19．5％），

就寝時間は午後8時5名（6．0％），午後9時48

名（57．1％），午後10時26名（31．0％），午後11

時5名（6．0％）であった。起床時間と就寝時

間の関係性では，起床時間が午前6時の幼児の

就寝時間は午後9時が最も多く12名中9名

（75．0％），次いで午後8時3名（25．0％）となっ

た。起床時間午前7時の幼児は午後9時が最も多

く47名中29名（61．7％），次いで午後10時17名

（36．2％），午後8時l名（2．1％）となった。

さらに起床時間午前8時の場合，午後10時が最

も多く10名中7名（70．0％），次いで午後9時

2名（20．0％），午後11時2名（10．0％）となり，
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起床時間と就寝時間に有意な関係（p＜0．001）

が認められた。起床時間・就寝時間ともに，幼

児の年齢との関係性は見られなかった。

規則的な生活習慣の項目間の分析では，「軌

決まった時間に円を覚ます」を達成している幼

児は，「大体決まった時間に寝る」（p＜0．001），

「食後に歯をみがく」（p＜0．01），「朝決まった

時間に排便をする」（p＜0．05）を達成してい

る割合もそれぞれ有意に高かった（表4）。ま

た就裾時間との関係では，就寝時間が遅くなる

ほど「大体決まった時間に寝る」を達成してい

る幼児の割合は低下するという有意な関係（p

＜0．05）が認められた。

母親の就業形態と規則的な生活習慣との関係

性では，母親が常勤の場合起床時間は午前7時

が最も多く30名（63．8％），次いで午前6時12

名（25．5％），午前8時5名目0．6％）となった。

またパートタイムでは午前7時16名（72．7％）

竜三≡＝二二二二‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾▼‾‾‾「」‾議「．議‾「‾‾三五「11二議‾‾‾‾‾′‾一‾‾「‾‾‾‾T‾‾‾T‾‾‾〉‾、‾年齢（人数）！　　　　　　　　　　　　　　5歳　■　故　　全体　カイ2

生活習慣　　　　　　　　　　　．日0名）・日5名）
‾「‾‾‾‾　‾

大体決まった時間に寝る　　　　　　100．0　　93∴う

食事の時悶‖ま人体30分前後で終わる：lOり．1）　80．り

鮒やおやつの前に手を洗う　　仁10・0」＿＿＿？（i・7

朝，決まった時間にlIをきます　　　　88．9　　69．2

おやつは決められた時制に食べる　　　7（）．り　■　53∴i

食後に歯をみがく　　　　　　　　　　10．0　　35．7

朝，決まった時悶＝こ排便する　　　　　′1ト1　13．3

て∵－‾‾

＼

生活習慣

＼、＼

（17名目（18字．）（18名）l日8名）l（88名）i乗検定

88．2†77．8　88．≦）11nO．018…

88．2　　　72．2　　　77．8

8　川　77　■　」q

【
／
　
　
　
6

1
　
　
　
「
「
り

川

　

▲

l

　

　

ワ

】

9
　
　
　
G
U

77．8

64．3

6・1．7150．0　　　50．11

52．9！33∴i　　38．9

11．8！16．7　・”り

’‾‾‾‾－‾　丁　‾‾　‾‾

↓1川）翌上8・1・l
lnO．0．80．7
＿＿＿　＿＿＿」　＿＿　＿＿　＿

77．8　　69．2

50．0　　55．7

60．0：′12．5

120．。19．5

隼齢とのl肌二イ意な関係性が見られた項lHl）く0．り1日（？い

表4　規則的な隼il曹隅のl基】係性
－　　　‾　「　－‾‾‾‾▼‾　‾1‾－　‾‾‾－－‾‾　　　　‾　　‾

生活習慣：人体決まった時即日二寝る

＼　　■　はい　‾‾r　いいえ

巳　。＝71・。＝7

－－　こ斗　一　　　　　一†－

食綾に菌をみがく　　　軌決まった時l削二排便を
・する

はい　　　　いいえ

n＝36　　　　11＝′11

朝決まった時間に　はい　■　　53名　　　1名　　　　30れ　　　　23名
日を党ます

カイ2乗検定
有意確率

（98．1％）：（1．9％）　（56．6％）　（13．′19い

いいえ　　18今1　　　6名　　　　　6名　118名

（75．0％）　（25．0％）　（25．098）l（75．0％）．
⊥－－一　　　　　　　　　　　　　　・・一←

1）＜0．001 P＜0．01

▼…＿1一

はい　　　　いいえ

n二川　　　　11＝61

（28・3聖＿」＿＿＿ワ㌧子や
1名　1　23名

目．2％）l（95．8％）

P＜0．05
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表5　母親の養育総得点と幼児の生活習慣達成率との関係性
，　　J H■■‾■‾‾‾‾†二二二「二二二－‾　「　－－‾‾‾‾二一二「二二二二二二‾‾

＼てこ‾‾盲謡南面丁嘉÷丁表忘竜間：食事やおや．軌決まっiおやつはき…食後に歯を潤，決まっ
＼　！た時間に掛は大体30針つの前に手！た時間にLl宴められた境目みがく　…た時剛二排

撃畢生二二二i＿そ＿＿＿＿＿＿＿了終わる1号聖＿＿＿＿＿＿1＿竺き†∴野草竺」＿＿＿＿＿＿＿＿＿一便竺＿＿＿

nデイ＿＿＿＿＿＿＿＿十＿＿！竺）＿＿上（舶）上空聖
カイ2来検定
有意確率

が最も多く，次いで午前8時5名（22．7％），

午前6時1名（4．5％）の順となった。日営業で

は午前7時が最も多く4名（57．1％），次いで

午前8時3名（42．9％）となり母親の就業形態

と起床時間に有意な関係（p＜0．05）が認めら

れた。

4．母親の規則的養育と幼児の規則的な生活習慣の

関係性について

規則的養育で項目間の相関が低かった排泄に

関する項目を除いた規則的養育4項目の総得点

の平均は，12．3点（SD：1．9）で最低点8点，

最高点16点となった。総得点が平均以上であっ

た母親（以下高得点群）は31名（36．5％），平

均未満であった母親（以下低得点群）は54名

（63．5％）であった。母親の規則的養育と幼児

の規則的な生活習慣の関係性では，規則的養育

高得点群は低得点群より「朝，決まった時間に

排便をする」を達成している幼児の割合が有意

に高かった（p＜0．001）。また高得点群は，7

項目中6項目で規則的な生活習慣を達成してい

る幼児の割合が，低得点群より高い傾向が見ら

れた（表5）。

Ⅳ．考　　　察

1．母親が行う規則的饗青について

今回の調査で，職業をもつ多くの母親が規則

的な生活習慣に関する養育を全般的に行ってい

る傾向が認められた。そして母親の就業形態に

よる規則的養育実施率の違いが見出された。規

則的養育の実施率が高かったのは，日常業と常

勤の母親で，パートタイムの母親の実施率は自

常葉，常勤より低かった。

7′1．1％　　61．3％153・3％　　38・7％
（20名）．（19名）・（16名）　（12名）
－一一一－　」　　一一一一一－一一十一一一一一一一一　一一一一一一」－－－一－

66．7％　　　53．7％　1　35．2％　　　　7．5％

（32㌢■）　（29字．）　　日9名）　　卜l名）

一一一一一▲十一一一一‾一一一」‾‾‾‾「▲示論

▼＿＿＿＿＿＿＿＿－＿＿」＿＿－＿＿＿＿　－⊥＿＿．．＿＿＿＿＿＿⊥＿＿－－▲＿－

自営業の母親は，他の職業と比較して就業時

間を自由に調整することでき，時間的余裕を

もって幼児に関わっているのではないかと考え

る。そして幼児のペースに合わせ規則的養育を

行っているのではないかと推察する。一方同様

に規則的養育の実施率が高かった常勤の母親

は，職業の特徴から時間的制約が多いと考えら

れる。実際に幼児の起床時間が他の職業より早

い傾向も見られており，母親が朝早くから忙し

く幼児の世話をしている様子が推察される。中

塚ら；も，働く母親の一丁・ども達が，時間に追わ

れる母親の生活ペースに取り込まれている様子

が窺われると述べており，常勤の母親は決めら

れた時間内で養育を行うため，幼児のペースと

いうより母親のペースに合わせ，時間を決めた

養育を行っているのではないかと推察する。ま

たパートタイムの母親は規則的養育を行う事が

少なく，これは不規則な職業のため母親自身の

生活リズムが乱れるため，規則的養育があまり

行えないのではないかと考える。

今回の調査で，排泄に関する規則的養育を

行っている母親が少ないことは特徴的であっ

た。排泄の中でも特に排便を誘導するためには

時間の余裕が必要であり，対象となった職業を

もつ母親がこの養育を行う事は困雉であったの

かもしれない。しかし排泄の規則性は幼児の健

康に重要であり，母親がこの養育を行えるよう

支援する必要性があると考える。

また拡人家族の中で生活する母親や，I司胞の

いない母親がより規則的養育を行っていた。こ

れは，拡人家族の場合，祖父母などからの育児

支援を受けやすいこと，また同胞がいると育児

fⅧ！が増加することなどが関係していると考え
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る。

以上より母親が規則的養育を実施するために

は，まず母親白身の生活を整える事ができるよ

う支援していく必要があると考える。さらに規

則的養育を幼犯のペースに合わせられるよう，

母親の就業形態や育児支援者の有無，育児負掛

の程度も考慮しながら，母親を支接していく必

要性があると考える。

2．幼児の規則的な生活習慣

幼児の規則的な生活習慣には，発達段階に影

響されている項目があることが見目された。1

歳までは母親が主導で規則的養育を行うことが

多く，生活を規則的に整えやすい。それに対し

3歳から5歳では幼児の主体性が強くなり，必

ずしも規則的な生活ができないという特徴が関

与していると考える。

今回の調査から得られた幼児の生活習慣に関

する結果を松原の先行研究5ノの結果と比較する

と．朝の排便とおやつの規則性に関する質問は，

達成している幼児が少なかった。また排便の規

則性に関しては，就学前に70％以上の幼児が排

便の規則性を確立しているという報一計と比較

しても，今l‖lの調叡二おける達成率は低いとい

える。今回は排便の時間を朝に限っている事も

影響していると考えられるが，全般的に達成し

いている幼児が少なく，生活習慣の問題として

注目される。

さらに，起床時間が決まっていない幼児に，

規則的に排便をしていない幼児が多いことも明

らかになっている。軌決まった時間に起床する

事は時間の余裕をもたらし，規則的な排便習慣

に結びついている事が予測される。これは，先

行研究丁の幼児や児童生徒は，基本的な生活習

慣が乱れると，排便習慣も乱れるという報告と

・－一致していた。また生活習慣が不規則である幼

児は就掛寺間も遅く∴肘舌リズムH体も夜型の

生活になっており吉川ら八の調査結果と同様で

あった。これより幼児が規則的な生活習慣を確

立するためには，幼児の生活全般が規則的とな

るように母親へ支托していく必要があると考え

る。
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3．母親の規則的幸青と幼児の規則的な生活習慣

多くの母親が行っていた規則的養育と幼児の

規則的な生活習慣の関係では，母親が規則的養

育の実施率が拭いと規則的な生活習慣を達成し

ている幼児が多くなる傾向が明らかになった。

特に達成率が低かった幼児の排便を規則的にす

る上で，母親の規則的養育が関係していたこと

は注目すべき点である。中川らりは，母親がし

つけを行っていると認識していても，実際に幼

児がその生活習慣を身につけていない事がある

と述べている。今回の調査でも母親が規則的養

育を行っていても，それに関連する幼児の規則

的な生活習慣が確立していない場合も認められ

た。これらより規則的養育の実施の有無だけで

なく，その養育態度・有効性等にも注目する必

要があると考える。

以上から母親の就業形態により，母親の規則

的養育が異なり，それが幼児の規則的な生活習

慣の達成にも影響していることが明らかになっ

た。母親へ育児支援を行う場合，母親の就業形

態や母親の生活にも注目する必要性があると考

える。また看護職としては，それらを踏まえ．

幼児の日常的な育児ノブ法に関する具体的援助を

行っていく必安があると考える。今回の調査は

l施設に限られており対象数も少ないため，今

後さらに調査を続け母親への育児‾支接について

考えていきたい。

V．結　　　論

職業をもつ幼児の母親88人に，母親の規則的

養育と幼犯の日常性烏吊二関する質問紙調査を

行った結果，以下の事が明らかになった。

1）職業をもつ母親の80％以上は剛軋　食乳

清潔に関する規則的養育をおこなっていた。

2）起床・排泄・入浴に関する規則的な養育の

実施率が高かったのは日常業と常勤の母親であ

り，パートタイムのけ親は【′†営業や常勤より実

施率が低かった。、

3）幼児の起昧時間は，母親が常勤とパートタ

イムの場合午前7時，什営業では／1二前8時とな

る割合が最も高かった。

ノ1）食事，睡眠，清潔に関する規則的養育を行っ

ていると，規則的な生活習慣を達成している幼

児の割合が高い傾向が認められ，特に毎朝排便



3ノ10

が規則的にできている幼児の割合は有意に高

かった。

Ⅵ．おわり　に

今回の調査で母親の就業形態と母親の規則的

養育行動に関連があり，さらに規則的養育が幼

児の規則的な生活習慣に影響を及ぼしているこ

とが示唆された。今後はさらにその関係を明ら

かにし，母親が幼児の規則的な生活剤臍の確立

に効果的な養育を行えるよう，育児支援を検討

することが必要であると考える。

最後に今回の調動二御協力頂きました保育園の皆

帆　そしてアンケートに御協ノJ頂きましたお母様方

に心よりお礼を申し上げます。
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